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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’keo Spitzer，・・Le　style de Marcel　Proust・・，E∫〃4θ54θ5’γ1θ，　Paris，　Gallimard，　colL・Tel・》，1970，　p．397－473．
28）　Laurent　Jenny，　L6　Pσγ01θ5～κ9〃1’〃6，　Paris，　Belin，　colL＜＜1’extreme　contemporain》》，1990（・くLecture　figurale：
la　phrase　et　l’exp6rlence　du　temps・・，p．167－178）．
29）　実際フローベールは完成した『感情教育』を出版前にマチルド妃のサロンで朗読しており，その時の
成功について1869年6月9日姪カロリーヌ宛の手紙の中で「大部分は自分の読み方に原因があったはず
だ」と述べている。彼が表現したであろうリズムとテクスト中で伝えているのは他でもなく句読点であ
る。
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30）　　A．Lorenceau，　art．　cit．，　P．91．
31）　ルイーズ・コレ宛の1853年6月25日の手紙の中でフローベールは「［……］私は平凡でないものは全
て，たとえ卑劣なものであっても心からのものであれば全て好きなのです。ですが嘘をついているもの，
気どっているもの［……］にはあらゆる点から憤慨させられます。今では私は人間に対して心静かな嫌
悪，あるいは憐れみを感じています。この憐れみは全く消極的なものなので結局どちらも同じことなの
ですが。」と語っている。彼の軽蔑は善悪の価値判断に基づくものではなく，偽善や自己に満足しきった
ブルジョア的態度に対して極まるのである。
32）　この場面に先行する部分の生成状況を調べると，人垣に「目を留めた」フレデリックはそこへ「割っ
て入り」，女の絵に「近づき」，まず額の下の名前を「見てから」「視線を上げて」マレシャルだと「気づ
く」様子が構想されている。決定稿では以上のような視点の移動や認識が客観的に描かれるのではなく，
次のように焦点化されて表現される。「図書室を出ると，一見の画商の店先に人だかりが見えた。皆は一
枚の女の肖像画を眺めていて，その絵の下のほうには黒い字で一行『ローズ；アネッ、ト・ブロン嬢，ノ
ジャン出身フレデリック・モロー氏所蔵』と描いてある。たしかに彼女だ［……］」。
33）　Anne　Herschberg　Pierrot，∫∫γ1∫5吻〃θ4θ14ρア05θ，　Paris，　Belin，1993，　p．268．文体論の手引書で句読法の役
割に着目しこれに一章を割いたのは本書がはじめてである。
34）　『ボヴァリー夫人』から『感1青教育』を経て『ブヴァールとペキュシェ』に至る中での自由間接話法
の増加，普遍化については次の論考を参照されたい。
Tadataka　Kinoshita，左’勿4θ55躍F1σ〃わθπ」∂∫γσびθγ51θ5ρアoわ12〃2θ54θ5’θ吻ρ5レθγわ4〃κ，　Tokyo，　Surugadai一
Shuppan－sha，1989．
35）　cf．　Stephen　Ullman，∫∫γ1θ加功θFγθη6乃Noレθ1，　Cambridge　University　Press，1957．
36）　Claude　Perruchot，・〈Le　style　indirect　libre　et　la　question　du　sulet　dans　Madame　Bovary，［Discussionl》》，肋
P704〃6〃oη伽5θπ56乃θz　F1副わθγちColloque　de　Cerisy－la－Salle　du　21　au　28　juin　l974，6d．　Claudine　Gothot一
Mersch，　Paris，　Union　g6n6rale　d’6ditions，　co1L《く10／18・・1975，　p．253－285．
37）　Evelyne　Bourlon，＜＜Ponctuation　et　accさs　s6mantique　aux　banques　textuelles》〉，　Pintervention　du　Colloque
Internatlonal　sur　la　Ponctuation，　Liさge，13－16　mars，1997，　cit6　par　I．　Serga，　oρ．6∫ム，p．198－199．
38）　Maurice　Blanchot，　L’E牌θ’加勿伽∫，　Paris，　Gallimard，1969（・〈La　voix　narrative（le・・il・，　le　neutre）・，
P．556－567）．
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